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は
じ
め
に �

　

江
戸
時
代
後
期
の
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
近
江
国
滋
賀
郡
本
堅
田

村
に
陣
屋
を
置
く
堅
田
藩
（
領
主
堀
田
氏
）
の
領
民
百
姓
た
ち
が
、
御
用

金
賦
課
に
反
対
し
て
代
表
越
訴
型
の
一
揆
を
起
こ
し
た
［
註
１
］。
領
内

二
九
ヵ
村
の
過
半
十
七
ヵ
村
の
代
表
者
あ
わ
せ
て
二
九
名
が
江
戸
に
下
り
、

要
求
を
掲
げ
て
自
領
主
本
家
（
下
総
国
佐
倉
藩
十
一
万
石
の
堀
田
氏
）
の

江
戸
屋
敷
に
駆
け
込
み
訴
え
る
と
い
う
過
激
な
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
起
き
た
越
訴
事
件
と
し
て
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

の
伏
見
義
民
騒
動
が
有
名
だ
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
本
一
揆
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
一
揆
は
、
参

加
者
か
ら
一
人
の
処
分
者
を
出
す
こ
と
も
な
く
要
求
を
貫
徹
し
た
と
い
う

点
で
も
、
大
変
興
味
深
い
事
件
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
こ
の
一
揆
に
つ
い
て

は
、
藩
側
の
史
料
「
堀
田
家
記
録
」
と
大
津
市
本
堅
田
「
伊
豆
神
社
所
蔵
文

書
」
な
ど
地
元
史
料
の
双
方
か
ら
接
近
で
き
る
と
い
う
好
条
件
に
あ�

る
［
註
２
］。
以
下
、
藩
側
、
村
側
の
両
史
料
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
越

訴
の
背
景
、
江
戸
出
訴
か
ら
収
束
に
至
る
ま
で
の
経
過
、
お
よ
び
処
分
問

題
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name :
MIZUMOTO　Kunihiko

Title :
Peasants revolt of Katata domain in 1779 CE

Summary : 
Peasants in Katata domain, which is located in Shiga prefecture 
at present, hold a revolt in 1779 CE against additional duties sent 
from their lord. A total of 29 representatives of some 17 villages 
went to the Sakura domain’s office in Edo, and complained of the 
bill. In this study, I extensively explored historical documents to 
understand the entire processes of this revolt.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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の
各
村
に
置
か
れ
た
。
た
だ
し
、
本
堅
田
村
は
陣
屋
元
の
大
村
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
庄
屋
は
三
～
四
名
が
任
命
さ
れ
、
年
寄
も
複
数
名

存
在
し
た
。

　

さ
て
、
安
永
八
年
に
起
こ
さ
れ
た
越
訴
事
件
の
直
接
の
原
因
は
、
こ
の

年
に
郡
奉
行
か
ら
命
じ
ら
れ
た
莫
大
な
御
用
金
賦
課
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
藩
か
ら
の
触
れ
書
や
本
堅
田
村
か
ら
の
願
書
を
年
ご
と
に
庄
屋
が
書

き
留
め
た
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」（
伊
豆
神
社
所
蔵
文
書
）
は
、
越
訴

二
か
月
前
の
六
月
の
項
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
読
み
下
し
文

に
改
変
）。

六
月
五
日
、
堅
田
な
ら
び
に
滋
賀
拾
八
ヶ
村
御
用
所
へ
御
召
し
出
し
、

こ
の
度
殿
様
御
借
用
銀
段
々
相
増
し
候
に
付
き
、
成
さ
れ
方
こ
れ
な

く
、
御
領
分
へ
引
き
請
け
く
れ
候
様
仰
せ
付
け
ら
る
。
七
日
迄
日
延

べ
御
願
い
申
し
、
郷
中
も
（
へ
）
罷
り
帰
り
、
七
日
罷
り
出
候
所
、

銀
高
五
百
六
拾
三
貫
匁
余
御
願
い
成
さ
れ
、
段
々
御
断
り
申
し
上
げ

候
え
ど
も
、
御
聞
き
届
け
こ
れ
な
く
、
九
日
に
町
々
年
寄
残
ら
ず
御

用
所
へ
罷
り
出
、
御
断
り
申
し
上
げ
候
え
ど
も
、
殊
の
ほ
か
御
叱
り

成
さ
る
。
又
々
相
退
き
、
町
々
申
し
聞
か
せ
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
御

請
け
申
し
候
事
。

　

殿
様
が
抱
え
込
ん
だ
借
用
銀
の
返
済
の
た
め
、
領
民
に
対
し
銀
五
六
三

貫
匁
余
の
御
用
金
を
賦
課
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
領
民
側
は
繰
り
返

し
断
っ
た
が
、
郡
奉
行
（
横
川
登
弥
太
）
の
御
叱
り
に
抗
し
き
れ
ず
、
本

堅
田
村
庄
屋
衆
は
町
内
を
説
得
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
要
請
額
の
銀
五
六
三
貫
匁
余
を
、
か
り
に
銀
六
○
匁
＝
米
一

一
、
越
訴
の
原
因
と
背
景 �

　

本
題
の
越
訴
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
堅
田
藩

の
領
地
支
配
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
こ
の
点
に
関
す
る
詳

細
な
研
究
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
越
訴
出
来
時
点
で
の
仕
組

み
を
図
示
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
【
図
１
】
の
よ
う
な
構
造
だ
っ
た
と
想
定

さ
れ
る
。

　

郡
奉
行
：
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
る
堀
田
氏
の
家
中
侍
。
一
揆
発
生
前
々

年
の
安
永
六
年
ま
で
は
、
依
田
宗
左
衛
門
と
横
川
登
弥
太
の
二
人
体

制
だ
っ
た
が
、安
永
七
、八
年
に
は
横
川
一
人
が
奉
行
を
勤
め
て
い
る
。

　

郡
方
役
：
郡
奉
行
を
補
佐
す
る
。
こ
の
役
も
立
藩
当
初
の
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
頃
よ
り
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
は
江
戸

か
ら
侍
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
地
元
の
有
力
者
に
担
わ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。【
図
１
】
に
み
え
る
河
村
、
児
嶋
の
い
ず
れ
も

領
内
の
出
身
で
、
河
村
は
安
永
四
年
か
ら
こ
の
役
を
勤
め
て
お
り
、

児
嶋
は
同
七
年
に
大
庄
屋
か
ら
取
り
た
て
ら
れ
て
い
る
。

　

大
庄
屋
：
郡
方
役
の
下
に
あ
っ
て
陣
屋
と
村
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
う
。

安
永
期
に
は
三
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
の
管

轄
区
域
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

　

帯
刀
者
：
中
世
以
来
の
家
筋
を
誇
る
堅
田
郷
士
の
集
団
で
、
藩
か
ら
名

字
帯
刀
を
許
さ
れ
、「
御
家
来
同
様
」
の
位
置
づ
け
だ
っ
た
。
郡
方

役
や
大
庄
屋
の
多
く
は
こ
の
集
団
を
母
体
に
し
て
選
ば
れ
た
。

　

庄
屋
・
年
寄
：
領
内
二
九
ヵ
村（
滋
賀
郡
十
九
ヵ
村
、
高
島
郡
一
〇
ヵ
村
）
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石
で
換
算
し
て
み
る
と
九
三
八
三
石
余
と
な
る
。
こ
れ
は
じ
つ
に
堅
田
藩

領
全
体
の
領
知
高
一
万
石
に
も
匹
敵
す
る
莫
大
な
賦
課
金
額
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
強
引
に
し
て
多
大
の
御
用
金
賦
課
政
策
の
背
景
に
は
、
悪

化
の
一
途
を
た
ど
る
藩
財
政
や
、
前
年
の
水
害
に
よ
る
年
貢
減
収
な
ど
が

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
御
用
金
賦
課
に
先
立
つ
安
永
四
年
四
月
に
策
定
さ

れ
た
五
年
間
の
倹
約
令
は
、
同
藩
財
政
が
か
な
り
危
機
に
あ
っ
た
こ
と
を

如
実
に
語
っ
て
い
る
。
藩
の
勝
手
方
役
人
や
陣
屋
奉
行
ら
が
連
名
し
、
藩

主
の
裏
判
付
き
で
領
内
村
々
に
示
さ
れ
た
倹
約
令
は
、
江
戸
藩
邸
と
堅
田

陣
屋
を
合
わ
せ
た
藩
全
体
の
年
間
支
出
の
上
限
を
二
、二
二
五
両
に
定
め

る
こ
と
、
そ
の
仕
送
り
を
銭
屋
半
兵
衛
・
伊
勢
屋
清
次
郎
に
任
せ
る
こ
と
、

仕
送
り
金
の
引
き
当
て
に
は
、
毎
年
大
津
御
蔵
に
納
め
ら
れ
る
領
民
か
ら

の
収
納
米
（
年
貢
米
）
を
充
て
る
こ
と
、
な
ど
と
謳
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
こ
に
登
場
す
る
銭
屋
、
伊
勢
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
大
津
、
膳
所
の
商
人

で
あ
る
こ
と
が
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
か
ら
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
期
、
村
か
ら
の
年
貢
米
は
す
で
に
地
元
商
人
た
ち
に
掌
握
さ
れ
て
お

り
、
藩
経
済
は
彼
ら
の
仕
送
り
金
で
賄
わ
れ
る
と
い
う
受
動
的
な
構
造
に

陥
っ
て
い
た
。

　

御
用
金
賦
課
政
策
の
前
年
、
安
永
七
年
の
水
害
は
、
悪
化
し
た
藩
経
済

に
更
な
る
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
模
様
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
の
藩
中
央
か

ら
藩
士
へ
の
申
し
渡
し
に
よ
れ
ば
、
当
年
の
収
納
は
当
初
予
定
の
四
割
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
と
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
藩
士
は
諸
手
当
て
支
給
の
遅
滞

に
備
え
る
よ
う
に
、
衣
類
は
見
苦
し
く
て
も
構
わ
な
い
、
家
中
の
音
信
贈

答
は
止
め
平
日
の
暮
し
方
に
費
え
な
き
よ
う
に
、
な
ど
と
指
示
し
て
い
る
。

【図１】堅田藩陣屋（在方役所）の仕組み（越訴事件当時）
　　　　太い実線枠は堅田陣屋構成メンバー。破線枠は地元出身者。

　

安
永
八
年
の
御
用
金
賦
課
政
策
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
打
ち
出
さ

れ
た
。
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二
、
事
件
の
経
過 

―
越
訴
か
ら
処
分
ま
で
― �

　

莫
大
な
金
額
の
御
用
金
の
賦
課
に
対
し
て
、
本
堅
田
村
を
始
め
と
す
る

何
ヵ
村
か
は
し
ぶ
し
ぶ
な
が
ら
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
過
半
の
村
は
反

対
し
て
江
戸
へ
の
出
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
以
下
、「
堀
田
家
記
録
」
お
よ

び
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
の
記
事
か
ら
事
件
の
経
過
を
跡
付
け
る
。

　

以
下
、
無
印
は
「
堀
田
家
記
録
」（「
公
私
緊
要
・
勝
手
ノ
四
」）
よ
り
、

※
印
は
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
に
よ
る
。
ま
た
（　

）
内
は
筆
者
の
注

釈
で
あ
る
。

①
七
月
十
八
日　

堀
田
本
家
（
下
総
国
佐
倉
藩
、
十
一
万
石
）
の
江
戸
屋

敷
留
守
居
よ
り
堅
田
藩
江
戸
屋
敷
留
守
居
（
富
永
半
弥
）
に
手
紙
連
絡

が
入
る
。
本
日
、
馬
喰
町
二
丁
目
幸
手
屋
長
兵
衛
方
を
宿
に
し
た
堅
田

藩
領
民
惣
代
五
人
が
、
願
い
あ
り
と
本
家
屋
敷
に
訴
え
出
た
（
惣
代

十
一
人
中
、
六
人
は
病
気
の
た
め
不
参
加
）。
明
日
堅
田
藩
江
戸
屋
敷

へ
出
頭
す
る
よ
う
申
し
渡
し
た
由
。（
惣
代
十
一
人
＝
滋
賀
郡
一
九
ヵ

村
の
う
ち
一
○
ヵ
村
の
代
表
）

②
七
月
十
九
日　

宿
主
の
幸
手
屋
長
兵
衛
の
付
き
添
い
で
惣
代
五
名
が
堅

田
藩
江
戸
屋
敷
へ
出
頭
す
る
。

　

大
目
付
原
田
郷
内
ほ
か
が
立
合
い
、
惣
代
に
対
し
て
願
書
の
提
出
を
命

じ
る
。

③
七
月
二
四
日　

提
出
し
た
願
書
の
扱
い
を
問
う
て
庄
屋
た
ち
四
名
が
出

頭
す
る
。
評
儀
中
な
の
で
宿
で
待
機
す
る
よ
う
に
命
じ
る
。

④
八
月
二
日　

明
日
三
日
に
、
惣
代
十
六
人
す
べ
て
が
出
頭
す
る
よ
う
に

申
し
遣
わ
す
。（
惣
代
数
は
①
～
④
の
間
に
五
名
増
）

⑤
八
月
三
日　

領
分
十
一
ヵ
村
庄
屋
共
十
一
人
（
外
五
病
欠
）
を
呼
び
出

し
、内
尋
ね
を
開
始
す
る
。（
史
料
に
は「
領
分
十
一
ヵ
村
惣
代
十
六
人
」

と
あ
る
が
、
滋
賀
郡
参
加
村
実
数
は
一
○
ヵ
村
）

⑥
同
日　

高
島
郡
の
八
ヵ
村
十
三
人
も
去
る
十
八
日
に
江
戸
に
向
か
っ
た
、

と
の
知
ら
せ
が
届
く
。（「
八
ヵ
村
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
参
加
村
数
は

七
ヵ
村
）

⑦
八
月
八
日　

庄
屋
た
ち
か
ら
追
訴
の
願
書
が
出
さ
れ
る
。
高
島
郡
七
ヵ

村
庄
屋
共
十
三
人
も
罷
り
出
る
。

⑧
八
月
十
六
日　

本
家
藩
主
よ
り
、
吟
味
（
取
り
調
べ
）
の
場
に
本
家
の

大
目
付
岩
崎
甚
右
衛
門
を
立
ち
会
わ
せ
る
よ
う
指
導
が
入
る
。

⑨
八
月
十
八
日
よ
り　

吟
味
が
始
ま
る
。（
惣
代
十
七
ヵ
村
・
二
九
人
。

う
ち
病
欠
五
人
）

⑩
※
九
月
十
五
日　

江
戸
に
召
喚
さ
れ
八
月
二
五
日
に
堅
田
を
出
立
し
た

在
所
御
役
人
（
郡
奉
行
）
の
横
川
登
弥
太
が
、
江
戸
着
の
翌
日
の
九
月

十
五
日
に
急
死
す
る
。　

⑪
※
こ
の
間
、
本
家
の
大
目
付
岩
崎
甚
右
衛
門
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、

吟
味
が
進
め
ら
れ
、
百
姓
た
ち
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

⑫
九
月
二
二
日　

出
訴
の
百
姓
た
ち
の
帰
村
を
許
す
。
地
元
で
の
調
査
の

た
め
本
家
か
ら
も
役
人
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑬
※
十
月
七
日　

現
地
で
の
調
査
と
在
所
役
人
御
糺
の
た
め
、
堅
田
藩
家

老
高
橋
丈
右
衛
門
と
堀
田
本
家
の
出
野
治
郎
兵
衛
（
堅
田
藩
の
物
頭
・

郡
奉
行
行
に
任
命
）
が
派
遣
さ
れ
る
。
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⑭
※
十
月
十
八
日　

本
堅
田
村
の
村
役
人
が
江
戸
役
人
一
行
を
中
山
道
守

山
宿
ま
で
出
迎
え
る
。

⑮
※
十
月
十
九
日　

在
所
役
人
に
対
す
る
事
件
糾
明
の
御
糺
し
五
箇
条
が

示
さ
れ
、
返
答
が
求
め
ら
れ
る
。

⑯
※
十
月
二
一
日　

在
所
役
人
に
対
し
謹
慎
な
ど
の
処
分
が
命
じ
ら
れ
る
。

処
分
免
除
者
も
あ
り
。

⑰
※
同
日　

滋
賀
郡
か
ら
出
府
し
た
庄
屋
た
ち
に
、
⑯
の
処
置
が
伝
え
ら

れ
る
。
な
お
、
藩
側
か
ら
改
め
て
御
用
金
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
庄
屋

た
ち
は
延
期
を
願
い
出
て
退
出
す
る
。

⑱
※
十
月
二
二
日　

滋
賀
郡
中
村
々
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
り
、
在

所
役
人
の
謹
慎
場
所
は
陣
屋
内
か
ら
各
々
の
所
属
村
へ
と
改
め
ら
れ
る
。

三
、
処
分
の
理
由
と
内
容 �

　

二
で
た
ど
っ
た
事
件
経
過
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
越
訴
一
件

は
、
百
姓
側
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、

同
時
に
、
領
地
運
営
を
担
う
在
所
役
人
や
そ
れ
に
準
ず
る
人
々
が
処
罰
さ

れ
た
と
い
う
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
う
し
た
対
応
を
選
択
し
た
藩
の

論
理
や
処
分
内
容
に
つ
い
て
、
堀
田
家
記
録
か
ら
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　

越
訴
に
対
す
る
藩
側
の
最
終
的
な
態
度
・
判
断
は
、
十
月
二
一
日
、
領

内
の
全
村
々
宛
に
示
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
申
し
渡
し
の
文
面
に
よ
く
表

れ
て
い
る
。
要
約
し
て
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
百
姓
の
願
い
の
内
容
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
在
勤
中
の
横
川
登
弥
太
の

諸
事
取
計
ら
い
に
不
法
が
あ
り
、
郡
方
役
の
児
嶋
庄
右
衛
門
お
よ
び

大
庄
屋
戸
田
重
郎
右
衛
門
、
村
田
彦
右
衛
門
の
勤
め
方
も
よ
く
な

か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
先
達
て
の
御
用
金
賦
課
に
つ
い
て
は
、
割
り

掛
け
方
に
不
都
合
が
多
く
、
非
分
の
や
り
方
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
処
罰
を
行
っ
た
。

②
百
姓
た
ち
は
江
戸
で
の
取
調
べ
の
な
か
で
、
御
用
金
政
策
の
み
が
問

題
な
の
で
は
な
く
、
在
所
役
人
の
不
適
切
な
政
治
全
般
が
原
因
で
出

訴
に
至
っ
た
と
申
し
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
百
姓
た
ち
の
考
え
は

「
失
政
は
末
々
（
百
姓
）
に
も
お
上
（
藩
主
）
の
為
に
も
な
ら
な
い

し
、
百
姓
が
長
く
続
く
こ
と
こ
そ
大
事
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

こ
の
点
は
、
お
上
も
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
満
足
さ
れ
て
い
る
。

③
し
か
し
、
大
勢
の
百
姓
ど
も
が
江
戸
御
屋
敷
の
門
前
へ
願
い
出
る
や

り
方
は
、
公
儀
の
法
度
に
触
れ
る
行
為
で
あ
る
。
も
し
今
回
の
出
訴

に
つ
い
て
公
儀
が
不
審
を
抱
け
ば
、
願
い
の
善
悪
に
よ
ら
ず
、
惣
代

た
ち
は
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
、

お
上
の
為
を
思
っ
て
出
訴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
度
違
反
と
さ
れ
、

ま
た
お
上
も
咎
め
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
は
な
は
だ
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

④
つ
い
て
は
、
今
後
不
法
な
取
計
ら
い
を
す
る
在
所
御
役
人
が
い
た
場

合
は
、
内
々
に
ほ
か
の
役
人
へ
申
し
上
げ
、
そ
の
指
図
を
受
け
て
か

ら
願
い
出
る
よ
う
に
。

⑤
こ
う
し
た
指
示
は
、
百
姓
が
永
続
す
る
よ
う
に
と
の
お
上
の
御
憐
憫

の
気
持
ち
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
に
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と
仰
せ
出
さ
れ
た
。
庄
屋
た
ち
は
こ
の
旨
を
小
百
姓
ま
で
申
し
聞
か

せ
る
よ
う
に
。

　

お
お
む
ね
こ
の
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
一
揆
・
徒
党
に
該
当
す
る

百
姓
た
ち
の
行
動
を
、
お
上
も
願
っ
て
い
る
百
姓
永
続
の
た
め
の
訴
え
と

す
り
替
え
肯
定
し
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
行
動
を
生
み
出
し
た
原
因
は
在

方
役
人
の
失
政
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
応
の
背
後
に
は
、

恐
ら
く
は
藩
中
央
も
承
知
の
上
で
進
め
ら
れ
た
横
川
ら
の
御
用
金
政
策
の

失
敗
を
隠
蔽
し
、
藩
政
に
向
か
う
批
判
を
弱
め
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
公
儀
か
ら
領
内
管
理
不
行
き
届
き
の
「
察
当
」
を

受
け
る
危
険
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
思
惑
も
見
え
隠
れ
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
か
な
り
強
引
な
論
理
の
す
り
替
え
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、

在
方
役
人
に
対
す
る
処
分
は
、
郡
方
役
一
名
と
大
庄
屋
二
名
の
解
任
、
そ

の
他
は
御
叱
り
と
い
う
比
較
的
軽
微
な
程
度
に
留
ま
っ
た
。
以
下
、
処
分

内
容
を
示
す
。

〈
郡
方
役
〉
児
島
庄
右
衛
門　

勤
め
方
思
し
召
し
に
叶
わ
ず
。
御
役
取

り
上
げ
、
御
扶
持
給
米
召
し
離
し
。
住
居
は
お
構
い
な
し
。

〈
郡
方
役
〉
河
村
勝
次　

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た
こ
と
は
不
行
き
届
き
。

し
か
し
現
在
年
貢
収
納
最
中
で
あ
り
、
人
手
が
少
な
い
の
で
咎
の
儀

は
沙
汰
に
及
ば
ず
。

〈
大
庄
屋
〉
戸
田
重
郎
右
衛
門
・
村
田
彦
右
衛
門　

勤
め
方
は
な
は
だ

宜
し
か
ら
ず
。
大
庄
屋
役
、
御
扶
持
・
帯
刀
取
り
上
げ
。

〈
大
庄
屋
〉
木
村
伝
六
、〈
堅
田
村
庄
屋
〉
竹
内
荘
吾
・
中
村
多
三
郎  

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た
こ
と
は
御
家
来
同
様
の
帯
刀
身
分
と
し
て
不
行

き
届
き
。
し
か
し
事
は
済
ん
だ
の
で
咎
に
は
及
ば
ず
。

〈
帯
刀
之
者
〉
木
村
安
兵
衛
、
築
瀬
三
郎
右
衛
門
、
辻
八
郎
兵
衛
、
居

初
市
郎
右
衛
門
、
北
村
左
太
夫
、
河
村
平
治　

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た

こ
と
は
御
家
来
同
様
の
帯
刀
身
分
と
し
て
不
行
き
届
き
。
し
か
し
事

は
済
ん
だ
の
で
咎
に
は
及
ば
ず
。

　

そ
し
て
、
こ
の
後
、
陣
屋
役
人
は
次
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
再
編
成
さ

れ
た
。郡

奉
行
＝
出
野
治
郎
兵
衛
、
郡
方
役
＝
河
村
勝
治
・
木
村
安
兵
衛
、

大
庄
屋
＝
竹
内
荘
吾
・
中
村
多
三
郎
・
辻
八
郎
兵
衛

　

出
野
は
堀
田
本
家
か
ら
の
「
借
人
」（
出
向
）
で
事
件
収
束
を
指
揮
し

た
人
物
、河
村
は
留
任
、木
村
は
元
郡
方
役
で
あ
る
。
ま
た
大
庄
屋
と
な
っ

た
竹
内
・
中
村
は
本
堅
田
村
庄
屋
か
ら
の
昇
格
、
辻
は
帯
刀
人
グ
ル
ー
プ

の
一
員
だ
っ
た
。

お
わ
り
に �

　

以
上
、
堅
田
藩
領
の
過
半
村
々
の
代
表
者
が
決
行
し
た
安
永
八
年
代
表

越
訴
事
件
の
概
略
を
記
し
た
。
な
ぜ
彼
ら
は
堀
田
本
家
の
江
戸
屋
敷
に
訴

え
出
た
の
か
、
本
家
が
事
件
解
決
に
強
く
介
入
し
た
理
由
は
何
か
、
公
事

宿
幸
手
屋
の
役
割
を
ど
う
見
る
か
、
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な

い
。
引
き
続
き
関
係
史
料
の
収
集
と
分
析
を
進
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
は
、
堅
田
大
庄
屋
文
書
研
究
会
（
代
表
、
筆
者
）、
お
よ
び
科
学

研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
「
譜
代
小
藩
堅
田
藩
の
基
礎
的
研
究
⎜
地
域
社



24堅田藩の百姓一揆　～安永八年（一七七九）の代表越訴～

会
の
変
容
と
藩
政
の
展
開
⎜
」
グ
ル
ー
プ
（
代
表
、
東
谷　

智
）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

註１
．
堅
田
藩
は
大
津
市
本
堅
田
に
陣
屋
を
置
く
堀
田
氏
を
藩
主
と
す
る
譜
代
大
名
（
定

府
）
で
あ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
初
代
堀
田
正
高
が
下
野
国
佐
野
よ
り

入
封
し
て
立
藩
。
正
高
の
祖
父
堀
田
正
盛
は
下
総
国
佐
倉
藩
十
一
万
石
を
得
て
三
代

将
軍
家
光
に
仕
え
老
中
を
勤
め
た
。
父
親
の
正
俊
（
下
総
国
古
河
十
三
万
石
、大
老
）

は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
稲
葉
正
休
（
若
年
寄
）
に
刺
殺
さ
れ
た
た
め
、
子
の
正

高
は
下
野
国
佐
野
一
万
石
の
小
大
名
と
な
っ
た
。
元
禄
十
一
年
に
近
江
国
（
滋
賀
郡
・

高
島
郡
）
に
領
知
替
え
と
な
る
。
そ
の
後
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
三
千
石
を

加
増
さ
れ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
佐
野
に
本
拠
を
移
し
た
た
め
堅
田
藩
は
廃
藩

と
な
る
が
、
滋
賀
郡
内
の
領
地
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
。

２
．
藩
政
史
料
と
し
て
は
、
藩
政
時
代
に
項
目
ご
と
に
編
集
製
本
さ
れ
た
堀
田
家
記
録

（
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
蔵
）
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
史
料
と
し
て
は
、

陣
屋
の
お
か
れ
た
本
堅
田
村
の
庄
屋
文
書
を
含
む
伊
豆
神
社
文
書
や
、
堅
田
郷
士
の

居
初
家
文
書
、
滋
賀
郡
の
領
地
村
で
あ
っ
た
衣
川
村
関
係
史
料
（
千
葉
乗
隆
編
『
江

州
衣
川
村
文
書
（
上
）』
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
）、
高
島
郡
の
領
地
村
で
あ
っ
た
浜

分
村
（
高
島
市
今
津
町
浜
分
）
の
岩
佐
家
文
書
な
ど
が
残
る
。
本
一
揆
に
関
し
て
は
、

堀
田
家
記
録
お
よ
び
伊
豆
神
社
文
書
中
の
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
に
書
き
留
め
ら

れ
て
い
る
。
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